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Investigations were carried out on the deterioration 
of three reinforced concrete bui1dings and a stee1 gymna-
sium bui1t in 1953・1957. They were 10cated in Hokuriku 
district of centra1 Japan. 
The investigatiqn revealed crack .distribution， degree 
of carbonation of concrete and corrosion of reinforcing 
bars. In a quater century the bui1dings came to the state 
as fo11ows. 1) Carbonation of concrete penetrated into 6-60 
mm from the surface but did not reach the reinforcing bars 
inside and the stee1 bars were a1most safe from the rust 
except at the cracks in slabs and walls. 2)Stee1 trusses 
were stil1 sound. 3)Wooden strip f100ring inside and wood 
siding board outside were severe1y deteriorated and needed 
its renewa1. 
The durabi1ity of reinforced concrete is sti11 to be 
clarified based on the compiled investigation of exsisting 
building. 
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1.まえがき
鉄筋コ γクリート建物の耐久性には，コ γクリートの材質，仕上げ材の多様性に加えて，気候な
ど地域的環境条件が影響するので，その耐用限度の予測は容易ではない。ここに実験室での研究と
は別に，実構造物の実態調査が重要視される所以がある。ここでは前報。に引きつづき昭和28年か
ら32年に新築された学校建築の調査例を報告する o これらの建物の経過年数(材齢)は通常の鉄筋コ
ンクリート建物の供用期聞に入っており，その設計・施工・維持管理が適切であれば特に著し¥，、損
傷が想定きれない範囲のものである。すなわち，やがて耐用限度に至る以前の中間的老朽程度の実
態を示すものと位置づけられる。このうち 1例は鉄骨造・木造仕上げである。鉄筋コ γクリートは
基礎に限られるが，木造部や鉄骨との比較資料として報告に含めておく o
2 .野田中学校体育館(材齢25年)
2. 1 建物概要
2.1.1 規模及び仕上げ
体育館の平面は東西22m，南北42mの長方形で南面にステージが設けてある口軒高は6ιmであ
る。平面図と断面図を図2.1に示す。外観を写真2. 1'"'-' 2 .3に示す。
屋根は鉄骨トラスの上に木毛センメト板をあて，日本瓦葺きとなっている。柱，桁及び壁体は鉄
筋コ γクリート造である。外装はモルタル塗，内壁は下部は板張り，上部はシックイ塗りである。
出入口及び窓の建具は木製，東西4ケ所の出入口には銅製引戸を用いている口
2.1.2 構造方式
周壁の鉄筋コ γクリート造柱の頂部に，東西の張間方向に鉄骨造山形トラスを乗せてあり，地震
時等の水平力に対しては，主として周囲の鉄筋コジクリートラーメ γ構造が耐える方式となってい
る。鉄骨造トラスの間隔は5.26mで、ある。
2.1.3経歴
本体育館は昭和29年に新築された。その後，特に火災等大きな災害には遭わず，大規模な模様替
は行なわれていない。
2.2 建物の損傷
2.2.1 屋根及び小屋組
鉄骨小屋組には部材の曲がりなど構造的欠陥となる損傷は見当らず，ほぼ健全と判断される(写
真2.4参照)。縦樋はほとんど脱落文はなくなっており用をなしていない。
2.2.2 鉄筋コンクリート造
a) 内部:壁はモルタノレ・ワタカベ仕上げで，全面に汚れが見られるが特に著しい損傷は見当ら
ない口床の縁甲板には随所に角欠けが見られる(写真2.5参照)。
b) 外部:柱の表面には不規則なひびわれが多数生じている(写真2.6参照)。しかしこれらは仕
上げモルタルだけに限られ，躯体コンクリートには達していない口仕上げモルタルの肌離れも少
ない。主筋の発錆膨脹を示すたてひびわれは見当らない。
壁体部ではひびわれ部や仕上げモルタノレの肌離れは比較的多い。全般的傾向としては西側外壁
の損傷が他に比べて著しい。特に西側出入口庇ではその端部の躯体コンクリートが剥落し，鉄筋
が露出，腐朽している(写真2.7参照)0
写真 2. 1 北面と西面
写真 2.3 南 面
左側中柱の脚部には仕上げモルタノレが剥落
している部分もある。
写真 2.5 床板の損傷
震:'"" ~
写真 2.2 西 面
写真 2.4 内部北側
わた壁は汚れている。
ギャラリがつけてある。
写真 2.7 西面出入口庇
写真 2.6 南面東部の中柱
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中性化調査結果図2.2
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2.3 コンクリートの中性化と鉄筋の腐蝕
壁や柱に対し屋内4ケ所と外部5ケ所で，その一部に孔を研り，フェノールフタレイン 1%ア
ルコーノレ溶液を散布して， コγクリートの中性化深きを測定した。前もって鉄筋探知機で鉄筋の位
置を探知し研りのときに鉄筋の腐蝕状況を調査した。結果を図2.2に示す。
建物外側からのコンクリートの中性化深さはそれぞれ10，32， 65， 4， 2聞でそのバラツキが大き
い。 65聞を示した箇所は壁コンクリートのジャンカ部である。ここでは壁筋(9叩φ)は仕上げ表面
より33皿の深さにあって表面に錆が見られる口
建物内部の中性化深きは，板張り，コンクリート打放し部で40，32mm，モルタル・シックイ仕上
部では45剛， 45醐以上である(シックイの厚きは除外してある)。これらを表2. 1にまとめた。
以上の調査箇所で鉄筋に錆がみられたのは lケ所であり，全般的にはコンクリートの老朽化は鉄
筋にまで及んでいないものと思われる。
表2.1 中性化深さとかぶり厚
測定値
1o 32 4 2 45 40 32 
40 42 33 32 29 48 
表 1の平均値をみると鉄筋に対するコ γクリートのかぶり厚は3.73叩，中性化深さは2.36cmで，
中性化はまだ鉄筋に達していない。一方， JASS 5 (鉄筋コンクリート工事標準仕様書)解説にある
次式を用いてコンクリートの水センメト比(平均)を求めると72%と得られるので，この値を用いて
やはり同式から中性化深さが 3cmすなわち平均値から標準偏差を差引いた値に達する時期を計算す
るとY=40年すなわちあと15年ということになる。ただしこれは中性化深さの平均値を用いた推定
であって，表 1に見られるように中性化深さは場所によって可成りの差がある D したがって部分的
にはもっと早い時期に鉄筋が錆びはじめる危険性も否定できない。上述の考察は一応の目安を与え
るものである。
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2.4結び
以上の調査結果によれば，本体育館の主要構造部材は現状ではほぼ健全であるが，外壁，庇，床
板などは全面的に補修，張り替えなどの時期にきていることが明らかとなった。
3.浅野川中学校体育館(材齢26年)
3.1 建物概要
3.1.1 規模及び仕上げ
体育館の平面は張間方向20m，桁行方向27.27mの長方形で，北東側にステージが設けてある白
軒高は7.5m，棟高は11mである口校舎の配置を図 3.1に，平面図と断面図を図 3.2に示す口外
観を写真3.1'"'-' 3 . 3に示す。屋根は鉄骨山形トラスの上に日本瓦葺きとなっている。柱，桁及び
壁体は鉄筋コ γクリート造で柱内部には鉄骨を用いている。
外壁はモルタル塗り(塗装なし)，内壁は下部板張り，上部シックイ塗りである。天井は木毛セメ
ント板打上げ，床は縁甲板張りである。窓には木製建具を用いており，運動場側ではその外側に鋼
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製格子がはめてある。以下説明の都合上，運動場側を
東側として扱う O
3.1.2経歴
本体育館は昭和29年に新築された。その後，火災等
特に大きい災害に遭わず，大規模な改修が行われたこ
とはない。
3.1.3 構造方式
周壁の鉄骨鉄筋コンクリート造柱の頂部に，張間方
向に鉄骨山形トラスを乗せてある。トラス間隔は4.50
mで中間にサプビームを架けてある O 地震時等の水平
力に対しては張間方向に各トラス構面と両妻壁面，桁
行方向に対しては両側の鉄筋コンクリート造壁体が耐
える方式となっているO
3.2 建物の損傷
3.2.1 屋根及び小屋組
じヨ
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図3. 1配置図
鉄骨小屋組には部材の曲がりなど構造耐力上の欠陥は見当らずほぼ健全である o (写真3.4参照)。
西側では雨排水用横樋が全く欠落しており，東側でも欠落部がある。堅樋も揃っておらず，雨樋は
全面的に用をなしていない口
3.2.2外壁
庇や柱表面の不規則なひびわれは徴細でかつ仕上げモルタルの層だけにとどまり構造躯体には達
していなし、(写真3.5参照)。窓周囲の鋼製水切り板や鋼製格子は腐蝕し，錆汁が壁面を汚してい
るO 木製窓枠や銅製格子は取替えの時期に至っている o (写真3.6参照)。
出入口ポーチ部の床は沈下してひびわれを生じている。東ステージ側の外壁は仕上げ、モルタルが
広範囲にわたって肌離れし，反り出している O
3.2.3内部
天井木毛セメント板にはところどろこ大きい穴があいているが，これはポールなどが当ったため
と思われる。雨漏りによる汚れの著しい部分がー箇所認められる。(写真3. 7参照)。床の縁甲板
には随所に角欠けが生じている(写真3.8参照)。すなわち，内装は全般的に老朽化しており補修，
改修を必要とする段階に達している口
3.3 コンクリー卜の中性化と鉄筋の状況
壁と柱に対し屋内 3ケ所，屋外7ケ所で，祈り穴をあけフェノールフタレン 1%アルコール溶液
を散布してコンクリートの中性化深さを測定した。調査結果を図 3.3と表3.1に一括して示す。
仕上げ表面よりの中性化深さの平均は建物内部で;19剛，建物外部では6.3剛である D これらの値
はいずれも通常のかぶりコンクリート厚さより小さく，鉄筋や鉄骨はまだ健全なコンクリートの範
囲にある。研り箇所⑩で観察した鉄筋も健全であった。研り箇所⑤ではジャ γカ部があり，この部
分では6.5cm内部にある鉄骨の表面0.3剛程度が腐蝕していた。
全体としてはコンクリートの中性化はかぶりコンクリート厚き以内にとどまり，構造体の安全性
を問題とする程には至っていないものと判断される口
231 
西面南部写真 3.2 面ゴヒ東写真 3. 1 
写真3.4 内部北側
鉄骨トラスは健全
南面西部3 写真 3
写真 3.6 西面北部
仕上げモルタルの徴細ひび
われと鉄板の腐朽e
写真 3.5 東面南出入口庇(D-5.6)
庇のよこひびわれと鉄格子の錆によるよご
れ。
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中性化試験結果図3.3
3.5 むすび
以上の調査結果をまとめると要約すると次のよう
である。
1) 建物の構造躯体はまだ健全であって，耐力の
低下を問題とするには至っていない。
2) 天井，内壁，床は老朽が目立ち，改装を要す
る段階にきている。また木製建具・鋼製格子は全面
的に取り替えの時期にきている。
部位
円
部
外
部
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表3.1 中性化試験結果
恥|モルタル(凹 ヨンクリー ト (mm) 仕上表面からの中性化深さ (mm)
E 15 ( 15 ) ( 2 ) 
2 15 ( 15 ) ( 3 ) 18 
s 8 ( 8) (13) 21 
平均 19
4 10 ( 6) ( 0 ) 6 
s 1I ( 2) l 0 ) z 
6 7 ( ，，) ( 0 ) 4 
7 5 ( 5 ( 2 ) 7 
8 7 ( 7) ( 0 ) 7 
9 11(11) (1 ) 12 
10 12 ( 5) ( 1 ) 13※ 
平均 6.3
( )内は中性化厚
その他，本体育館が生徒数増加により文部省規定 、※コンクリートは 1mmだけ中性化。モルタルは
12 mmJ与のうち 5mmだけ'1性化している
の所要面積の56%に過ぎないこと，天井高の不足し モルタルとコンクトトカ:机離れしたためであろうの
ていること，増築しようとしても建物構造上桁行方向に伸ばす他なく使用効率が悪いこと，など建
て替え計画面の問題点も検討したが，ここでは省略する。
4 .押野小学校校舎(材齢23年)
4.1 建物概要
4.1.1 規模・構造及び仕上げ
校舎はL型の平面で北(5号)棟と東(6号)棟より
成る(図4.1 配置図参照)。両棟共 2階建鉄筋
コンクリート造ラーメ γ架構に補強コ γクリートプ
ロックの壁体をはめ込んである。写真4.1----4 .4 
に校舎の外観を示す。
設計図が保存されていないので，現寸計測を行い
立面図を作製した(図4.2参照)。
北棟は東西18.02m，南北10.22m，北側に廊下を
設けており，東棟は東西1O.20m，南北37.07m，西
側に廊下を設けている。平面図を図4.3に示す。軒
高は7.7m，1階床高は50cm，天井高は 1階314cm，
2階334咽である。屋根スラプ厚は20.5cmである D
i止 を匹
10 20 30血
』園田司副畠圃圃薗畠--田昌司
図4.1 配置図
屋根は防水モルタル仕上げで，教室内ストープ用煙突のケーシγグが屋根に突出している口外壁
はモルタル仕上げで塗装は施してなL、。教室の天井は石膏ボード張り，廊下の天井と内壁はシック
イ仕上げである。床は縁甲板張りで，窓には銅製サッシュを用いてある。
4.1.2経歴
北棟，東棟共，昭和32年に新築，その後調査時まで火災等大きい災害に遭ったことはない。
4.2 教室棟の位置及び敷地状況
図4.1に示すように屋外運動場は教室棟によって2分され，運動場の使用効率は甚だ悪く，運
営上大きい支障をきたす配置となっている。
北棟，東棟周囲の地面は両側の運動場より約40αn低く，丁度凹地に建っていることになる。敷地
が低いため，土砂が東棟の方に流入し側溝を埋めている。北棟北西端にも土砂が新屋内運動場方面
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図4.2 立面図
写真4.1 東棟南側及び東側
写真4.3 北側棟南側
左側体育館周辺の土砂が校舎周辺に流れて
いる。
写真4.5 東棟東側北端(G-1)の踏石
犬走りの沈下 6cm 
‘'1'.......-.、...，.~;鞠
一~
写真4.7 東棟階段北側壁
よこきれっと雨水の穆出
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写真4.2 東棟東側
写真4.4 北棟南側(左)と東棟西側(右)
2階腰壁にはブロ ック目地に沿ったひびわ
れが生じている。
写真4.6 北棟 1階廊下北側床の沈下4cm 
縁甲板間の隙が大きい上，下った床はフラ
ついていて危険である。
写真4.8 北棟北側 1階の窓
鋼製サ ッシュの腐朽
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から流入しており，この状況は南側でも同様である口これらは建物下の排水を悪くし床下の湿気
を滞留， 1階木造床組みの耐久性を低下せしめる原因となる。
4.3 損傷状況
4.3.1 地盤沈下による損傷
建物周囲の犬走りには沈下とひびわれが顕著に現われている D この周辺地盤の相対沈下は基礎と
犬走りの接合部にズレを生ぜしめ，東棟東部で 9cm，東棟西南部では1.5咽の落差が認められる o
これら沈下の状況を図4.3のO印内に記入した。写真4.5に1例を示すD
この原因の損傷は犬走りに止まらず1階床全面に及んでいる口 l階床は木造家屋の場合と同様の
構造で地表で支えられているので地盤沈下によって床が沈み込み，縁甲板床面は波打っている o こ
のために縁甲板聞に隙が生じた例を写真4.6に示す。このような床の相対沈下は建物の短辺方向
にも生じている O 東棟階段脇の手洗場の床では約3cmの沈下を示している口これらは床の張り替え
のみならず，床を支える根太，大引き，床束など全般的に手入れが必要であることを示している口
4.3.2壁体
廊下小壁にはところどころ縦ひびわれが生じ補強コンクリートプロック製腰壁にもひびわれが
生じている箇所がある白段階ササラ桁の下端に生じた斜めひびわれや階段室両側壁上部の横ひびわ
れのように鉄筋コ γクリート躯体と補強コンクリートプロック壁体との接合部に生じたものもある
(写真4.7参照)。階段室のひびわれには雨水が浸入している形跡があるので補修を要するが，そ
の他は外観さえ辛棒すれば特に問題はないものと考えられる。
4.3.3 サッシュの腐朽
外部銅製サッシュは全般的に発錆・腐朽しており，甚だしい場合は写真4.8に示すように権下部
は腐朽のため断面のほとんどがボロポロになっている。サッシュは全面的に取り替える必要がある O
4.3.4 天井の雨漏り
2階廊下天井(屋根スラプ)5箇所にはひびわれが生じ，そこに雨漏りが生じている。ひびわれに
は錆が穆み出しており，内部鉄筋の腐蝕が懸念される。
教室内では天井がボード貼りとなっているので，ひびわれを直接確認できないが 6箇所で雨漏
りが生じていて屋根スラブのひびわれを示唆している。これを図4.3に示しておく。
4.4 コンクリー卜の中性化
鉄筋コンクリート部分に孔を研り，フェノールフ
タレン 1%アルコール溶液を散布してコンクリート
の中性化深さを測定した結果を図4.4と表4.1に
示す。躯体コ γクリートの中性化深さは，外部では
6'"'-'15m，平均llmm，建物内部で、は17'"'-'29mm，平均23
醐である。これらの値はいずれも通常の鉄筋コンク
リート柱に要求されるコ γクリートのかぶり厚さ30
mに達しておらず内部鉄筋は健全なコ γクリート部
に包まれていることを示している。現状では鉄筋腐
蝕の懸念はない。
表4.1 中性化試験結果
郎位 モルタノレ コンクリト
C 1 (2 ) 
外 G 4 10 (1ω ( 15) 
G 7 9 (9) ( 1) 
部 C 4 7・14包ω
E 7 7 (7) t 6 ) 
6-15 
平均 11
教室 D 2 20 3 (3) (25) 
内 教室 G 2 20 3 (3) ( 17) 
廊下 F64震 28 20 (20) ( 22) m 教室 FS 8 2 (2) (29 ) 
17-29 
平均 23
( )内は中性化l事，単位血血
4i Ej1:8性げ化表曲iから
の 保き
25 
20 
20 
13 
13-25 
48 
40 
70 
39 
39-70 
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4.5 むすび
上述の調査結果をまとめると次のようである。
1) 鉄筋コ γクリートの老朽化の指標とされるコ γクリート中性化は内部鉄筋に達しておらず，こ
の点では構造主体は健全と判断される O しかし屋根スラプに生じたひびわれからは雨漏りが生じ
ており，それは1箇所に及ぶ。これらの部分では錆汁が浸出しており，内部鉄筋に錆が発生して
いるものと考えられる D 屋根スラプを調査し全面的に防水工事を施す必要がある O
2) 地盤沈下のため 1階床は凹凸が著しく，縁甲板の間が開いて歩行上危険な箇所も生じている D
根太，大引き，床束など床組み全般の改修が必要である。また犬走りにも沈下とひびわれが生じ
ており，外部への昇降口に生じたギャップにも補修が望ましい。
3) 銅製サッシュの腐朽は全面的に認められ，使用上の不便と強風時の危険のため早急に取り替え
る必要がある D
4) 建物は周囲の敷地より低くなっており，排水環境が悪く，床廻り木造部の耐久性に今後も不安
を残すものとなっている O
5 .高松中学校体育館(材齢26年)
5.1 建物概要
5.1.1 規模及び仕上げ
体育館の配置を図5.1に，平面とトラスを図5.2に示す。平面は18.3mx 27 .3mの鉄骨主体構
造部に，木造平家のステージ部・倉庫が付設それている O 写真5.1に全景を示す。
屋根は全部日本瓦葺きとなっている。主要部分は鉄筋コンクリート基礎の上に，鉄骨造の柱・桁・
トラスなど構造主体を組んである。天井はトラス弦材に沿って縁甲板を張り上げてある。鉄骨柱及
び壁は内外共，鉄骨に木造下地を施し，内部は縦羽目，外部は横下見板張りである。小壁，妻壁及
び桁下はシックイ塗り，床は縁甲板張りである O 出入口，窓共に木製建具を用いてある O
5.1.2構造方式
鉄骨柱の上にトラスをのせた張間方向の架構は上載荷重を支えると共に，張間方向の地震力・風
などの水平力に抵抗し桁行方向の水平力は端部各 1スパンに設けられた鉄筋のプレースに負担さ
せる構造方式となっている。
5.1.3経歴
本体育館は昭和28年に新築され調査時まで雨漏れの補修，小壁の塗り変え，床板の研磨塗装など
部分的な手入れを行ってきたが，最近では外装の痛みも顕著になり，桁下のシックイが数箇所にわ
たって剥落するなど老朽化が目立つようになった。その上周辺の危険校舎の建替がほぼ終了し地
盤のカサ上げが進行するにつれ，体育館敷地が相対的に低くなって今後の耐久性が懸念されるに至っ
た。さらに体育館の機能そのものも現実にそぐわなくなってきており，体育館の建替を含めて対策
を考えざるを得ないようになった。
5.2 損傷状況
5.2.1 内部仕上げ
天井の縁甲板は下から見上げる限りでは特に損傷は見当らなL、(写真5.2参照)。
小壁・桁下のシックイは妻壁程の汚れはなく，再仕上げが行われたようであるが，南側4ケ所及
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写真 5. 1 体育館東側 全景
左端は木造ステージ部分。
写真 5.3 シックイ剥落(D ・4'"-'6 ) 
周辺部も肌離れしていて剥落寸前。
写真 5.5 横下見板の損傷(D・1'"-' 3 ) 
写真 5.7 庇と控柱の老朽 ・損傷
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写真 5.2 
鉄骨トラスは健全。小壁は塗り替えである。
写真 5.4 シックイ剥落
木摺の腐朽が著しい。
写真 5.6 横下見板の老朽化と基礎の破
損
写真 5.8 コンクリ トー のひびわれ ・中
性化試験と下見板の割れ
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図5. 1配置図
/ 
図5.2 平面図及び損傷分布
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中性化
図5.3 中性化試験結果
G.L 
中性化
28mm 
241 
ぴ北側 1ケ所では桁下のシックイが約50x60佃程剥落しており，その周辺ではシックイが下地木摺
より肌離れしている。剥落に至ちなくとも大きいひびわれが生じ剥落寸前の状態が南側で2ケ所，
北側に 1ケ所認められる。剥落部の木摺は腐朽している。この種のシックイの剥落は順次周辺に拡
がる性格のものであるので，危険防止のため剥け'やすい部分は落しておく必要がある(写真5.3'"'-' 
写真5.4参照)。
たて羽田板にはつぎをあてた箇所が多いが，その他にも，穴あきや角欠けなどの破損箇所が随所
に見られ，老朽化が顕著である。
床の縁甲板はまだ使用に堪える状態にある O
5.2.2 外部仕上げ
横下見板は破損箇所が多く，材質も老朽化が顕著であって，すでに耐用限度を越えていると判定
される(写真5.5'"'-'写真5.6参照)。窓拒も狂いが大きくなっており，仕口で-10胴前後の抜け出し
は随所に認められる。こうした拒のガタは強風時にガラス窓を脱落せしめる危険がある。これも耐
用限度に達したものとみなされる。
庇の老朽・腐朽は著しいものがある(写真5.7参照)。
5.2.3 構造体
基礎コンクリートには図 1で示すように，主として南側と西側にひびわれが生じているo ひびわ
れ巾は最大1.5剛から毛状のものまでさまざまであるが，これらはいずれも，基礎の不同沈下とか
曲げ応力といった構造的欠陥から生じたものではなく，仕上げモルタルまたはコンクリートの収縮
や部分的な施工不備・増築工事の衝撃が原因と考えられる(写真 5.8参照)。換気孔周辺のコンク
リート破損も見受けられる。
外周 5ケ所でコンクリートを研り，フェノーノレフタレンのアルコール溶液を散布してコンクリー
トの中性化をしらべると共に内部鉄筋の発錆状況を調査した。その結果を図 5.3に示す口中性化
深さはモルタル仕上けやを含めて表面から，北側20凹， 28醐，南側で35D1s， 6ODIsI，西側では37聞で、あっ
た。内側からの中性化深さは 1ケ所(図 1の②)だけの調査結果であるが70酬であった。年月の経過
につれてコ γクリートのアルカリ性が失われて中性化する現象が内部鉄筋に達すると鉄筋が錆びは
じめると言われる o 3ケ所で確認したところでは鉄筋は中性化深さより内部にあって，錆は認めら
れなかった。内 1ケ所(図 1の⑤)では鉄筋が屋内側によりすぎており，施工の技術レベルは必ずし
も高くない。鉄骨トラスは仕上げ塗装のはげ落ちゃ部材の曲がりなどは見当らず健全と判断される。
柱脚を図5.1のD-8で床下に入って調査したところ，サピ止めペンキははげていない。アン
カーボルト (22胴φ)のナットやナットより上部のネジ部が錆びており，またナットがベースプレー
トに密着していないなど施工上の不備もあるが，構造耐力に支障を及ぼす程の欠陥には至っていな
い。外側から下見板をはがして調査したのは図5.1に示す4ケ所である口いずれも木造下地のた
め，観察できたのは袖板の一部に限られるが，錆止めペンキははげていない。
柱頭部(図1のD-8)の桁下シックイ剥落部の木摺をはがしここからトラス尻，柱頭，桁を観
察したところでは特に問題となるような錆は見当らなかった。
5.3 周辺地盤
校他の周囲は建設当時より都市化が進み，建築物の新築の度に盛土が行われ，加えて道路の整備
もあって，校地は相対的に低くなっている。このため校地の排水にも困難を生じたので， この程新
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築した鉄筋コンクリート校舎は地盤をカサ上げして施工している O 体育館周囲の地表はすでに北東
の前面道路より49咽低いが，新築校舎に合せて，グランドにも全面道路より80佃の高きに盛土する
工事が終了した時点で、は，体育館自体は129cmの凹地に位置することになる O
5.4 むすび
以上の調査から本体育館の老朽度の現状を要約すれば次のとおりである。すなわち構造主体の鉄
骨部分には特に耐力上の欠陥となるような損傷は見当らないが，西側ステージをはじめ，内外装本
造部は老朽化が著しく，耐用限度に達したものと認められる D 特に窓は強風時にはずれる恐れがあ
り，また内部桁下のシックイ仕上げ、は剥落が広範囲にわたって，さらに落下する恐れがあるので危
険防止のため剥ぎとっておく必要がある O
要するに，鉄骨造・鉄筋コンクリート造の構造主体には耐力上の欠陥を認められないが，木造の
外壁・内壁など仕上げ材はすでに耐用限度に達しすみやかに改修を要する状況にある。
6 .まとめ
調査対象の学校建築は新築後23---26年経過した4件である O 調査結果によると，鉄筋コンクリー
トの耐久性の指標であるコンクリートの中性化深さはジャンカ部，ひびわれ部などの欠陥部を除け
ば鉄筋に達しておらず，鉄筋は健全な状態にあることが明らかとなった。野田中学校，浅野川中学
校の両体育館は構造・規模が類似しており，建設年次も同じであるが，測定された中性化深さには
2倍以上の開きがあり，施工者によってコンクリートの品質に大きい差があることがうかがわれる。
経過年数と中性化深さについては他の調査例をも含めて改めて検討する必要がある O
屋根スラプと床スラプのひびわれは材質の老朽化というよりは，構造設計・調合設計・施工及び
衝撃荷重に原因を求めるべきものである O しかし発生したひびわれから雨水が浸透するときは内部
鉄筋に発錆を招いている O 防水はこの面でも重要である O
鉄骨トラスが健全であるのは既報1)の例と同様であって塗装が健全な限り，屋内で、は老朽化の懸
念はないことを示している口一方，仕上げ材については，縁甲板には摩耗や角欠けが生じ外部下
見板は老朽化が著しく，いずれも耐用限度に達したものと考えられる O
なお 2例においては隣接建物の建て替え時に土盛りを行った結果，当該建物敷地が相対的に低
くなって，その床下排水が悪くなり，これが耐久性の低下を招く点も注意すべき事項である。
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